
　

現状及び今後の方針

令和７年度　今尾地区福祉活動計画評価表

スローガン 助け合いの心で地域の和（輪）を広げよう

重点課題 地域の見守りについて

事業名 推進方法 評価

地域の助け合い事業

・交通安全啓発活動（ヨシヅヤ、クレール平田、今尾小学校）
・児童見守り活動
・児童連れ去り防止標語入り看板設置
・交通安全教室の協力参加
・夏休み前の水難防止チラシ配布
・年金支給月に啓発活動
・各種講演会
・一人暮らし高齢者防犯ブザー確認
・交通安全クイズ大会の実施（こんぺいた運動会に協賛）
・部会の開催

〇

・「児童連れ去り防止標語」の設置カ所がほぼ完了したので、それに代わるものを部会で検討していきた
い。
・町の観察と点検：通学路、公園など子供が集まりやすい場所を中心に町の観察と点検を行った。
・又、地域内をいくつかのエリアに分け、チェックリストを基に定期的に巡回していきたい。

重点課題 地域交流について

事業名 推進方法 評価

寒い、暑い、暗い、遠いと、なかなかいい会場が無く、それに伴い参加率も悪かった。
令和8年度6月から今尾小学校の体育館に冷暖房が備わり、人が集まりやすくなると思う。
イベントを「参加したい！」と思えるような内容に、部会で検討する。

《評価》　○計画どおりできた　△計画の一部ができた　×計画どおりできなかった

現状及び今後の方針

地域の輪を広げる事業

〇三世代交流
　・防災の映画とビンゴ大会
　・みんなでラジオ体操＆ビンゴ大会
　・寸劇（悪質商法）、お米のプレゼントクイズ、じゃんけん
　　電車
〇高齢者のつどい
〇地域の集会場を利用して身近な集いの場を設ける
〇部会の開催

〇


